
〇年度当初から教育委
員会と福祉部局の間の
協議を進め、情報共有
を行う。

＊不登校児童生徒の学習支援を
行っているＮＰＯとの連携を進め
ており、適応指導教室の支援に
も同ＮＰＯを活用している

〇関係部局間の共通理
解を図るため、県事業を
活用し「庁内及び地域団
体等との連携」をテーマ
にした研修会を実施する。

〇社会教育委員の会
議において、訪問支援
を含む家庭教育応援
や子育て支援について
検討。同会議において
提言書を作成。

平成31年度、市全体としての取組を推進していくことも踏まえ、学
校・園及び市民に「家庭教育に関わる標語」を募集し、700件以上

の応募を得た。今後この標語の中から選定したものを「かめやま
お茶の間１０選（実践）」として掲げていく。

調整・検討
(4-5月）

研修の機会
(8月）

提言書作成
次年度へ
(1-3月）

〇平成３１年度から各
部局や関係団体等が
スムーズな取組が図れ
るよう、具体的な内容
を検討する。

H30 亀山市の家庭教育応援の取組

〇平成30年度の取組の概要〇

福祉部局と教育部局が連携に向けた協議を進めるとともに、適応指導教室で学習支援等の活動を行っているＮＰＯと関
わり合いながら取組を進めています。社会教育の委員会では子育て家庭への支援の在り方について検討を進めました。


